
[主な特徴] 

 ＜指定薬物事犯＞ 

 摘発件数は 826 件で不正薬物全体の摘発件数の約 84％を占め、押収量は約 21kg を記録 

 密輸形態別に見ると、航空機旅客の１件を除き、全てが国際郵便物での摘発 

 

  ＜覚醒剤事犯＞ 

 摘発件数は 10 件（前年比 2 倍）、押収量は約 172kg（前年比約 3.8 倍）といずれも増加 

 

  ＜大麻事犯＞ 

 摘発件数は 59 件（前年比約 1.7 倍）、押収量は約 19kg（前年比約 3.1 倍）といずれも増加 

 

  ＜麻薬事犯＞ 

 摘発件数は 90 件（前年比約 1.9 倍）、押収量は約 1kg（前年比約 2 倍）といずれも増加 

 MDMA の摘発件数が 17 件（前年比約 5.7 倍）と増加 

 

報 道 発 表 

 

  

 

 
 

 

 

   

 

 

 

 不正薬物の摘発件数は 988 件（前年比約 11.1 倍）と「過去最高」を記録し、 

押収量は約 213ｋｇ（前年比約 4.1 倍）と増加するなど、依然として深刻な状況 

 国際郵便物による摘発が 981 件と不正薬物全体の約 99％を占める 

 最大の摘発は、メキシコ合衆国来テキーラ瓶に隠匿された覚醒剤約 171kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年 2 月 19 日 

横 浜 税 関 

摘 発 件 数 が 過 去 最 高 を 記 録 

国 際 郵 便 物 に よ る 摘 発 が 大 幅 増 加 
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１．社会悪物品の摘発実績（全国・横浜） 

（注） １.税関が摘発した密輸入事件に係る押収量の他、警察等他機関が摘発した事件で、税関が当該事件に関与したものに係る押収量を含む。 
２.覚醒剤は、覚醒剤及び覚せい剤原料の合計数量を示す。
３.大麻樹脂は、大麻樹脂その他の大麻の製品の合計数量を示す。
４.MDMA 等は、MDMA、MDA 及び MDE の合計数量を示す。
５.(参考)使用回数は、以下の不正薬物について、乱用者の通常の一回分使用量をもとに換算し、合計したものである。 
（覚醒剤：0.03ｇ、大麻草：0.5ｇ、大麻樹脂：0.1ｇ、ヘロイン：0.01ｇ、コカイン：0.03ｇ、あへん：0.3ｇ、MDMA 等及び向精神薬：1 錠） 

６.端数処理のため数値が合わないことがある。
７.数量の表記について、「0」とは 500ｇまたは 500 錠未満の場合を示し、「－」とは全く無い場合を示す。
８.平成 27 年の数値は速報値である。

2 

年

  種 類 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜 横 浜

件 185 5 141 4 154 3 174 5 83 10 48% 200%
kg 402 69 482 7 859 241 549 45 422 172 77% 381%
件 71 2 82 5 66 11 99 35 122 59 123% 169%
kg 57 0 132 1 13 1 74 6 34 19 45% 305%
件 57 2 58 3 52 11 52 17 58 28 112% 165%
kg 6 0 104 0 12 1 35 5 28 18 80% 353%
件 14 - 24 2 14 - 47 18 64 31 136% 172%
kg 51 - 29 1 1 - 40 1 6 1 15% 80%
件 2 - - - 1 - - - - - - -
kg 4 - - - 0 - - - - - - -
件 37 2 46 3 128 10 91 48 213 90 234% 188%
kg 44 - 11 - 135 118 6 0 26 1 402% 197%

千錠 5 3 4 3 17 2 2 2 1 0 57% 5%
件 6 - 3 - 3 - 2 - 2 - 100% -
kg 3 - 1 - 4 - 0 - 2 - 3,984.2倍 -
件 9 - 7 - 10 1 10 4 8 5 80% 125%
kg 38 - 9 - 127 118 2 0 18 0 935% 16.3倍
件 4 - 5 - 6 1 5 3 23 17 460% 567%
kg 2 - 0 - 3 0 0 0 0 0 33.6倍 40.5倍

千錠 0 - 0 - 0 - 0 0 0 0 142% 18%
件 1 - 8 - 5 - 7 - 12 - 171% -
kg 0 - 0 - 0 - 1 - 4 - 379% -
件 17 2 23 3 104 8 67 39 168 68 251% 174%
kg 1 - 0 - 1 0 3 0 2 0 45% 172%

千錠 5 3 4 3 17 2 2 2 1 0 55% 5%
件 31 3 39 2 33 3 26 1 16 3 62% 300%
kg 2 - - - 0 - - - 0 0 全増 全増

千錠 13 3 12 1 10 2 9 2 7 4 79% 227%
件 - - - - - - - - 1,462 826 全増 全増
kg - - - - - - - - 37 21 全増 全増
件 326 12 308 14 382 27 390 89 1,896 988 486% 11.1倍
kg 509 69 626 8 1,007 359 630 52 519 213 82% 411%

千錠 18 6 16 4 27 4 11 4 8 4 74% 121%
万回 1,550 - 1,701 - 3,331 - 1,885 - 1,498 - 80% -

件 - - 3 - 4 - 3 - 5 1 167% 全増
丁 - - 4 - 6 - 4 - 5 1 125% 全増
件 - - 3 - 4 - 3 - 5 1 167% 全増
丁 - - 4 - 6 - 4 - 5 1 125% 全増
件 1 - 3 - - - 2 - - - 全減 -
点 1 - 3 - - - 2 - - - 全減 -

銃　砲

銃砲部品

その他
麻薬

大麻草

大麻樹脂

あへん

向精神薬

合　計

麻薬

ヘロイン

コカイン

ＭＤＭＡ等

ケタミン

指定薬物

うち拳銃

平成23年 平成24年 平成26年 前年比平成25年 平成27年

覚醒剤

大  麻

（ 参考） 使用回数



２．不正薬物の密輸形態別摘発件数（全国・横浜） 

 

（注）航空機旅客等には、航空機乗組員を含み、船員等には、船舶旅客を含む。また、商業貨物等には、別送品を含む。 

 

３．不正薬物の仕出国別摘発件数（横浜） 

 

４．平成 27 年の横浜税関における主な摘発事例 

 

 

  

 

 

 

     

（件）

年  

  形態別 横浜 横浜 横浜 横浜 横浜

175 1 130 3 135 0 171 1 107 1

102 9 130 7 204 24 166 82 1734 981

41 1 33 2 30 1 39 6 45 3

航空貨物等 37 0 25 0 26 0 27 0 34 0

海上貨物等 4 1 8 2 4 1 12 6 11 3

8 1 15 2 13 2 14 0 10 3

326 12 308 14 382 27 390 89 1896 988

船員等による密輸

合　　計

平成27年

航空機旅客等による密輸

国際郵便物を利用した密輸

商業貨物等を利用した密輸

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

仕出国 中国 英国 香港 オランダ 米国 チェコ カナダ スイス スウェーデン その他 合計

摘発件数（件） 437件 114件 90件 52件 49件 47件 27件 24件 24件 124件 988件

(うち国際郵便物） (436件) (114件) (90件) (52件) (47件) (47件) (27件) (24件) (24件) (120件) (981件)

構成比（％） 44% 12% 9% 5% 5% 5% 3% 2% 2% 13% 100%

【事例 1】 中古自動車に隠匿された大麻を摘発 

平成２７年２月、本牧埠頭出張所に申告されたアメリカ合衆国来中古自動車を検査したところ、後部

座席背もたれ部分に隠匿されていた大麻約８ｋｇを発見・摘発した。 
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【事例 2】 国際郵便物に隠匿されたＭＤＭＡを摘発 

平成２７年３月、オランダ王国から到着した国際郵便物を検査したところ、ディスクケース内に隠匿さ

れていた MDMA 約３３ｇを発見・摘発した。 

 

【事例 3】 国際郵便物に隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年４月、アメリカ合衆国から到着した国際郵便物を検査したところ、紙箱内に収納された指定

薬物である亜硝酸イソブチルを含有する液状物約７９g を発見・摘発した。 

 

【事例 4】 国際郵便物に隠匿された大麻を摘発 

平成２７年４月、カナダから到着した国際郵便物を検査したところ、透明ビニール袋内に収納された大

麻約７ｇを発見・摘発した。 
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【事例 6】 国際郵便物に隠匿された麻薬及び指定薬物を摘発 

平成２７年６月、英国から到着した国際郵便物を検査したところ、ディスクケース内に隠匿されていた

麻薬約１０ｇ及び指定薬物約５６ｇを発見・摘発した。 

【事例 7】 テキーラ瓶に隠匿された覚醒剤を摘発 

平成２７年１０月、メキシコ合衆国から到着したテキーラを検査したところ、テキーラ瓶１，０２６本に隠

匿された覚醒剤約１７１ｋｇを発見・摘発した。 

【事例 5】 国際郵便物に隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年５月、チェコ共和国から到着した国際郵便物を検査したところ、気泡製緩衝材に包まれてい

たていた亜硝酸イソプロピルを含有する液状物約２２０ｇ、亜硝酸イソブチルを含有する液状物約９１ｇを

発見・摘発した。 
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連絡・問合せ先 横浜税関 調査部 

特別審理官（第１担当）： 川
かわ

 合
あい

 

℡０４５－２１２－６０８０ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

      

【事例 8】 航空機旅客のボストンバッグに隠匿された指定薬物を摘発 

平成２７年１１月、中華人民共和国から茨城空港に到着した航空機旅客のボストンバッグを検査した

ところ、指定薬物である亜硝酸イソブチル及び亜硝酸イソペンチルを含有する液状物７２本（合計重量

約５２３ｇ）を発見・摘発した。  
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